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東濤会だより

布施和夫君（東濤会会友・11回卒）が講師

【物理部ＯＢ会・創設１５周年記念特別講演会】
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　去る、9月6日（土）に山形市七日町のワシントンホテルを会場に開催された「山東高物理部ＯＢ会・創設15周年記念特別講演会」の講師として、我が東濤会会友の布施和夫君が招聘された。同君はご存知の通り、入学したのは我々と同じ昭和32年春だが、頗る出来の良い生徒だったせいか、在学中にアメリカ留学を果たしたので、卒業は１年後の「東士会」となっている。しかし、縁が深いので会友として各種行事にも参加して貰っている。

　彼は高校時代、物理部に属し、東大卒業後は電源開発関係会社に籍を置き役員等を務めたので、その見識を買われ、今回の講演題目は「電力会社の技術と課題」であった。
【東濤会員１６人も聴講】
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　さて、この物理部ＯＢ会の集まりに、なぜ我が東濤会員が16名も参加するようになったのか、その経緯をかいつまんで説明しよう。まず、我々の同期生の中で物理部員は樋口晶啓君と三浦剛君であるが、今回の特別講演会に当り、物理部ＯＢ会員だけでは参加人員が物足りないので、是非、応援を頼むと樋口君から鈴木正朗君に参加要請の依頼があった。そこで頼まれては否と言えないのが鈴木君。持ち前の実力を発揮し、当日参加した物理部ＯＢ会員数をも凌ぐ助っ人連を集めたという次第。
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　講演会は、山東高から現役の科学部員と顧問の山科先生らが約１０人加わり、盛会となった。布施君の講演内容は各種資料を駆使し、電力事業や技術関連の変遷、新エネルギーの導入、また喫緊の課題であるＣＯ2問題等々、幅広い分野を話題としたものであった。

【人工衛星観測５０周年】
　一方、会に先立ち、佐藤元彦ＯＢ会長は挨拶の中で、物理部ＯＢ会創設15周年もさることながら、在学中、ソ連が人類史上初めての人工衛星スプートニク打ち上げに成功したのを受けて、その軌道を観測するため、山東高の物理部が東京天文台の指定により、人工衛星観測班を立ち上げてから丁度50周年にも当たると紹介した。当時、観測班員は４０名ばかり集まり、その活動状況は山形新聞にも写真入りで大々的に報道され、脚光を浴びたことがある。その様子が書かれた古い生徒会誌のコピーも出席者に配られた。

　筆者も1年生の時、その観測班に入り、朝夕の暗い寒空を見上げた一人なので、今回の奇縁には感慨一入であった。

　懇親会は、別室において懐かしい物理科の相馬先生と講師の布施君を来賓に迎え行われたが、東濤会員がその過半数を占め、物理部ＯＢ会の負担にあずかった僅か二千円の会費に感謝しつつ、大いに会を盛り上げたのであった。（文責：松田博之）

２００８年東京・山形合同ゴルフコンペ

【１０月５～６日、福島県白河高原ＣＣで開催】

東京東濤会と山形東濤会の合同ゴルフコンペが１０月５日（日）と６日（月）の両日、福島県・白河高原カントリークラブで開かれた。

参加したのは２６人（山形、東京から１３人ずつ）。５日夕方までに集合し、前夜祭を兼ねた懇親パーティーで親睦を深めた後、翌６日午前８時半からコースに出た。
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２００５年に栃木県の那須高原で第１回大会を開いて以来、今回は４度目の合同コンペになる。白河高原ＣＣでは一昨年に続き２度目の開催。雰囲気が良く、温泉付きのコテージ風宿泊棟はオール個室。しかも山形と東京のほぼ中間で、集まりやすく、来年以降もしばらくは１０月第１日曜日から月曜日にかけての開催を考えている。

現役時代、ゴルフに熱中しながら今は遠ざかっていて参加しない人、相変わらず続けている人、定年退職してから始めた人など様々だが、これだけの人数が集まってゴルフ・コンペを重ねている同窓会は珍しいと言われる。

皆、パワフルで元気。あいにく雨にたたられたものの、楽しい会であった。これからもグランドゴルフをやるようになるまで（？）続けられたらと思っている。（文責：清水　彬）

サザエさんと祖父
佐　藤　浩　平（兵庫県明石市）

　

【祖父が教頭の山脇高女に長谷川町子さんが在学】

これは、私の亡き母の実家が、漫画「サザエさん」のモデルだったのでは？と言う「お話」です。そして、今となっては生きている人はだれもいませんので確認のしようはない話です。

　サザエさんのモデル又はヒントになった人物や家族も一つとは限ることはできませんが、私の母方の祖父は生前、「サザエさんの父波平は自分がモデルであり、磯野一家はある時期の有堀家（母の実家）の家族構成通りである。モデル料を貰わなければいけない。」と言っていたとのことです。確かに、写真などを見ると、頭・顔の形状、頭のはげ具合、鼻の下のチョビひげなどは似ていたようです。

祖父は文部省退官後、当時の山脇高等女学校（現在の山脇学園）の教頭をしており、長谷川町子さんも同学園に在学し、在学中か卒業後かわかりませんが、母の実家を出入りしていたようです。

【祖父を知る山脇高女の卒業生】

この話は特に言いふらすようなものではなかったのですが、私の三菱重工業人事部勤務時代、部長秘書役をしていた山路さんという女の方が居られました。その方が山脇高女出身だったため、祖父の話をしたところ、このサザエさんの話が一部に広がり、私は「タラチャン」というニックネームを貰うことになりました。（私は、よく判っていないくせに、けっこう「知ったかぶり」なことを言う、という意味もあったようですが。）山路さんの話では、祖父は非常に怖い・小うるさい教頭で、きびしく教師や生徒の指導に当たっていたようです。

【「コラ－」と叱る】

そして、私が有堀の孫である話を聞いたら、私が山路さんの横顔を見る位置に座っている（彼女から見れば横顔を見られている。）ので「いつも教頭先生から見られているようで落ちつかないわ。」と冗談まじりで言われました。女学生たちが話に夢中になり大声で廊下を歩いていると、突然後ろから「コラー」とどなられ、行儀が悪いと叱られることがあったとのこと。漫画の波平も迫力はありませんがよく「コラー」と怒ります。祖父は波平に似ていたかと聞くと、「言われてみると波平に似ていた。でも、あなたもお祖父様に似ている。聡明そうな（実は「禿げ上がった」と言う意味）額あたりがそっくりだ。」とのことでした。

【祖父の家族構成がそのまま磯野一家？】

祖父は中等学校の教諭・校長をして各地を廻り、その後視学になり、退官後池袋の立教大学の奥のほう（豊島区千川）に広めの土地を確保し、同じ敷地内に長女夫婦を住まわせていました。当時の家族構成は、祖父（波平？）、祖母（ふね？）、母の弟（カツオ？）、妹（ワカメ？）、そして同じ敷地の別の家に、私の母（サザエ？）、父（マスオ？：めがねをかけていた）、私の兄（タラ？）でした。私もそこで生まれました。小さな木戸を通ると、

祖父母たちがいた遠い記憶はあります。

【遠い思い出の「古き良き磯野（？）家」

　話が脱線しますが、京都府大江（鬼で有名）の農家出身で苦学生だった祖父（寒河江中学の初代校長もしました）、山口県柳井の神主の娘だった祖母、山形県の現大江町：偶然同名：の寺の住職の息子（以前は本郷村といった。山中に1年だけいて新設で祖父の居た寒中に転校。）で、これも苦学生だった私の父、九州育ちで東京の女学校にいた長谷川町子さんと、オール日本的に役者がそろうこの話は、若い明治維新後の日本の、国を挙げた人の育成・交流の結果を表わしていると思います。苦学生には本人の強い意志と努力が必要ですが、家族・身内以外の支援してくれる存在も必要です。二人ともたくさんの方々のお世話になったはずです。

私が大学を卒業し三菱重工業に入社した最初の配属先は、全く縁もゆかりも無い兵庫県の高砂製作所（新設の発電プラント・機器工場）でしたが、そこの技術担当の副所長と工作部長が三重県の津中学出身で、祖父（校長）と父（国語・漢文の教諭）の教え子でした。工場配属時の二人の新入社員相手の講話に共通して昔の校長先生は偉かったというくだりがあり、有堀という珍しい名前が出たので、私は「実は」と名乗り出たこともありました。

時の流れ、特に戦争・敗戦により、古き良き磯野家？は無くなり、祖父母も母も戦後の混乱の中で悲しく死んでゆきました。しかし、このような祖父母、両親、そして磯野家？の幼いかすかな思い出を持っていることは、長い歴史の積み重ねと多様な国土の広がりを持ったこの国への、私の深い「思い」の１つのもとになっているようです。

馬見ケ崎川原で芋煮会

［秋の風物詩・京都、東京からも参加］
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山形東濤会の恒例行事となった「芋煮会」が９月２７日（土）、馬見ケ崎川上流の河川敷特設会場で開催された。
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今年は４回目。ときどき小雨が降り、しかも肌寒く生憎の天候ながら、唐松観音下のテント張り（６棟程）で２００人以上収容できるという特設会場は、秋の風物詩を楽しむグループでほぼ満席の状況。我々３０人もさすがにビールは捗らなかったものの、お酒の方が足りなくほどピッチを上げた。

山形だけではなく京都から前野弘志君、東京から原田勤君が友人と、仙台から浦山宏君、笠原亮太君、遠藤征宏君らが参加してくれ、秋の川原を彩る宴席は大いに盛り上がった。これからも継続しなければならない行事と考えている。（文責：鈴木正朗）

［山形東濤会の芋煮会‐秋天の下、本場に俄かに参上して‐（抜粋）］

小黒庸光（武蔵野美術大学美術資料図書館元在勤）

山形駅前からのミニバスは、馬見ケ崎川の川沿いをどこまでも上って行く。案内兄の携帯電話での「…、んだずハァ…」の言葉に、小生すっかり山形の真ん中に居る趣き。山々も並木も早や秋色である。空はやや怪しいものの微風。釈迦堂・山側、全国に知れわたるる超・巨大鍋（初代）が鎮座する傍らの川岸、漸く会場に着いた。テントが張られ、ゴザが敷かれ、参加者の座布団や小膳が列べられていて、先客諸兄の笑顔に早速、挨拶を済ませた。既に大かまどには火炎がうなり、美味しそうな匂いが辺りにただよい、野趣満点である。幹事兄の開会の辞、会長兄の音頭で乾杯、続いて嗜みを秘めて男声の腹の底からの謡曲「猩々」が唱和され、美味なる宴への荘重な誘いとなった。

自己紹介が遅れたが、小生、原田勤兄の友人で、山形市立第一小学校の５年時に上京したものの、後年まで米沢市に本籍を留め、“故郷は山形”をつらぬき、芋煮会参加を生涯の夢と心得ながらも、芋煮会抜きで人生の大半を過ごしてしまった。原田兄とは第七小学校１年の１学期だけ同級ながら、何やら不思議な結びつきが続きに続き、青年期には別大学、学年が前後し奇縁にも同じ先生の門下となり、いわば同門の兄弟子にあたる。現在では美術を深く語れる数少ない畏友となっている。

この日は、原田兄の手引きで、いや芋煮の味に誘われて、行く秋の山形への小旅行としゃれ込み、東濤会・芋煮会の一日会員として参加した次第。６７歳にして漸く夢の宴への俄かの参上が叶い、喜び、これに勝るものはなく、感謝のかぎりである。

さて、皿に山盛りに出た茄子漬けがほゞなくなり、ビールが寒さを呼んだ頃、芋煮の碗が参加者たちに大量に手渡され始めた。先ずはともあれ、湯気の立つ芋煮の碗をほゞ“半世紀ぶりに”両手でいただく、いや愛をささやく。小ぶりな里芋と薄味とが絶品であり、その懐かしい味と、我が山形への想いと、居並ぶ白髪頭の諸兄達の、昭和～平成という激動期、その活躍や社会貢献の年月、それにこの秋天・山河とが、我が貧しい頭の中で何やらぐちゃぐちゃこんがらかり、涙が「まいうー」を更にコクのある味にしてくれた。たちまち芋煮碗二杯を平らげ、故郷の味に大満足し、ひとまず箸休めとした。

幹事役の鈴木（正）兄らと名刺を交換し、贅言を披瀝したり、昨今の県内情勢や世情についての熱き思いなどを拝聴しながら、再び芋煮碗二杯と格闘、この世の、今生の食い納めもかくやと諸兄に思われたのではなかろうか。

程なく幹事兄からの閉会の挨拶があり、くだんの初代巨大鍋の傍らでの記念撮影を一期として、懐かしくも余事を持っては代え難い、本場、馬見ケ崎川原での暖まる芋煮会はお開きとなった。メンバー外の参加も快諾された幹事諸兄に多いに感謝する次第である。

「長唄の会」・久間木国男君が出演

【紀州道成寺の三味線を披露】
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　10月5日（日）、山形市のＡＺ七日町大ホールにて開催された長唄「小登江会」で、久間木国男君が「紀州道成寺」の三味線を演奏しました。同会は久間木君の師匠の吉住小登江さんが主宰して6年前に初めて山形において開かれ、今回も東京から家元・吉住小三郎師をはじめ大勢の方々がお出でになりました。

　同君は、高校・大学時代から歌舞伎が大好きで、数多くの舞台を観ておりましたので、子育ても一段落した５０歳ころから長唄を習い始め、２０年近く修行を続けていると聞いておりますが、日本の古典芸能を後の世に残していくことはなかなか大変なことだと思います。このたび、我が東濤会会員もめったにない鑑賞の機会を得て喜んでおります。（文責：松田博之）
フランスの田舎料理とワインのお店

［樋口昌啓さんの長女が開店］

樋口昌啓君（山形市十日町２丁目）の長女・陽子さんが自宅近くに「フランスの田舎料理とワインのお店」を開いた。店の名は「Ｃ’ｅｓｔ　ｑｕｏｉ（セ・コワ）？」。「これな～に」という意味で、英語で言えば「Ｗhat　is  This」だそうだ。

「セ・コワ？」は山形中央郵便局前（十日町１丁目）の交差点から東へ約１００㍍の左角。電話番号は０２３－６６６－７７１２。

　陽子さんはパリへ２度（１年間と２年数ヶ月）料理修業に行き、国内では１年ほど東京のホテルレストランに勤務していたが、今年１０月７日に自らの店をオープンさせた。

　フランス料理にワイン、生ビールで約５千円だが、予算に応じてくれる。予約でランチにも応じてくれる。

我々、東濤会の有志１０数人は早速、開店翌日の１０月８日夜を予約。貸し切り状態で訪問し、パリ仕込みの味に舌鼓を打ちながらワインの夕べを楽しんだ。

［東濤会の女性陣も絶賛］
　また、１０月１４日（火）は中学校の同級会で来形した亀ヶ谷（旧姓永田）修子さんを囲み、女性有志を中心とした夕食会を「セ・コワ？」で開いた。

亀ヶ谷さんを囲んだ女性有志は土井順子さん、多勢（相沢）恵子さん、市川（桜井）みちさん、鈴木（志田）敏子さん、渡部良子さんら５人に三浦剛君の奥さんも加わり、にぎやかなメンバーとなった。日中は山辺町のオリエンタルカーペットを見学したほか、河北町谷地の細谷俊郎君宅を訪れ、細谷君の磁器工房やオーディオルームなどを見せてもらった。

「セ・コワ？」での夕食会は佐藤章夫君や三浦剛君、仙台から駆け付けた浦山宏君と樋口昌啓君を交え、総勢１２人の宴席となり、深夜まで話が弾んだ。山形へ来られた折は、ぜひ「セ・コワ？」に足を運んでいただきたい。（文責：鈴木正朗）

“還暦の甲子園大会”に出場

［全日本還暦軟式野球選手権］
数年前から清水彬君と共に還暦野球を楽しんでいる。今年は９月１９日から岡山県倉敷市で開かれた「全日本還暦軟式野球選手権大会」に出場することができた。

還暦野球は文字通り６０歳以上の野球。全日本選手権は全国各地から６４チームが集まり、還暦野球の日本一を争う。甲子園出場組や大学野球、社会人野球の経験者も珍しくはない。「６・３制、野球ばかりが強くなり」といわれたほど野球が盛んな時代に鍛え上げた猛者というか、往年の「野球小僧」がこぞって参加するだけに体力、気力はもちろん、技術的なレベルも高い。
　初出場の我々は１回戦で佐賀県代表「唐津シニアクラブ」と対戦した。立ち上がりいきなり３点を先取したところまでは良かったが、３回まで１点ずつ返され同点に追いつかれた。４回以降は相手打線の猛打を浴びる一方で、味方打線はまったく沈黙。結局は３－１３の大敗だった。「実力の差」は如何ともしがたいところだが、相手チームの年齢を感じさせない溌剌としたプレ－や野球に取り組むひたむきな姿勢は、今後に生かさなければならないところだろう。ちなみに清水君は２・３塁を守るほかマウンドにも立つ。小生は遊撃を守っている。
　山形から倉敷までは新潟、福井、米原、吹田、神戸経由の高速道路でざっと１２時間ぐらい。今回は中型観光バス（２７人乗り）で２泊３日、７３時間に及ぶ遠征だった。この間、往路では姫路城や岡山の後楽園・岡山城、復路では永平寺や金沢の兼六園に寄ったほか、試合当日も午前中は倉敷の美観地区や大原美術館、瀬戸大橋の与島まで足を延ばし、観光も楽しんだ。（文責：小笠原英雄）
訃　報

工藤　典夫君（三鷹市深大寺１－８－２）　平成２０年６月２２日逝去。

山大工学部卒、元日本無線株式会社勤務。高校時代サッカー部、山形５中出身。

２００８年１２月１日号


ｖｏｌ．６


発　行　東　濤　会


会　長　佐藤章夫








清水君（右）と記念の一枚











女性有志を囲み「セ・コワ？」での集い





パリ仕込みの味が楽しめる「セ・コワ？」


が





三味線をひく久間木君（上段右から２人目）





長唄「小登江会」の舞台











初代鍋太郎をバックに記念撮影





【インターネット東濤会ホームページの閲覧について】


閲覧アドレス


①http://mkm.Mydns.jpから入る。


②http://www3.ic-net.or.jp/-motokazuのホームページの中に入り、メニューの「別室のホームページです」に入る。そこで「東濤会ホームページ」が表示されるので選択して閲覧する。


【あ　と　が　き】


芸術の秋、スポーツの秋、収穫の秋…等々。秋は何かとイベントが多い。布施和夫君が講師を務めた物理部ＯＢ会の特別講演会や東京・山形の東濤会合同ゴルフコンペ、馬見ケ崎川原での芋煮会など東濤会の話題も盛り沢山でした。この第６号は当初２００９年１月の発行予定でしたが、秋の話題を集め１カ月繰り上げての発行となりました。


そして今回は兵庫県明石市在住の佐藤浩平君から「サザエさんと祖父」というタイトルで、お祖父さんが波平さん、お母さんがサザエさん、お父さんがマスオさんのモデルであったかもしれない―という興味深い原稿を寄せてもらいました。芋煮会に東京から参加した原田勤君の友人からも寄稿があり、その一部を抜粋して掲載しました。


会員歴訪の「おじゃまします」は休ませていただきます。次号は２００９年５月に発行の予定です。皆さんからの話題提供をお待ちしています。県外からの投稿や紹介も大歓迎です。編集事務局・鈴木正朗宛にご一報ください。


【編　集　ス　タ　ッ　フ】


◇事務局＝鈴木　正朗  ０２３－６０８－７１９２　


　　　　　（携帯）０９０－１３７４－２４４９ 


（携帯メール）  ikuzus_urahasam@h.vodafone.ne.jp


◇委　員＝小笠原英雄　０２３－６３２－９１５５　　oga-1629@agate.plala.or.jp 


松永　貴夫  ０５０－３０１４－５７４４


清水 　 彬  ０５０－７５４７―９２４９　a-17-k@amber.plala.or.jp   


近藤　元一　０２３－６３１－３８００　　motokazu@ic-net.or.jp











布施君の講演を聴く東濤会員





特別講師を務めた布施君
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